
第
六
三
回
国
会
の
審
議
過
程
 
 

に
お
け
る
主
要
な
討
議
事
項
 
 
 

第
六
十
三
回
国
会
（
特
別
会
）
は
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
四
日
か
ら
同
 
 

年
五
月
十
三
日
ま
で
そ
の
審
議
を
行
な
っ
た
。
こ
の
間
政
府
提
案
に
係
る
税
 
 

法
は
、
所
得
税
法
、
法
人
税
法
、
物
品
税
法
、
租
税
特
別
措
置
泣
及
び
国
税
 
 

通
則
法
の
各
一
部
改
正
法
並
び
に
昭
和
四
十
五
年
度
の
税
制
暫
定
措
置
法
を
 
 

全
て
可
決
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
税
法
 
 

の
審
議
の
過
程
や
予
算
の
審
議
の
過
程
で
、
大
蔵
要
員
会
、
予
算
委
員
会
を
 
 

中
心
と
し
て
、
税
制
に
関
す
る
様
々
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
様
 
 

々
な
討
議
の
う
ち
で
主
要
な
事
項
を
以
下
で
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
 
 

い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
五
日
に
再
開
さ
れ
た
 
 

税
制
調
査
会
総
会
に
お
い
て
ま
と
め
て
報
告
が
な
さ
れ
、
新
ら
た
な
視
点
か
 
 

ら
そ
の
検
討
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

＝
国
税
関
係
＝
 
 

国
税
関
係
で
は
、
今
後
の
所
得
税
減
税
の
方
向
、
税
体
系
に
お
け
る
直
接
 
 

税
と
間
接
税
の
あ
り
方
、
物
価
と
税
制
、
新
経
済
社
会
発
展
計
画
と
税
負
担
 
 
 

資
 
 
料
 
 

及
び
国
税
と
地
方
税
の
一
体
化
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
質
問
が
 
 

行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。
 
 

〔
所
得
税
〕
 
 
 

①
 
今
後
に
お
い
て
も
、
所
得
、
物
価
水
準
の
推
移
及
び
国
民
の
税
負
担
 
 

の
推
移
に
即
応
し
て
所
得
税
負
担
の
軽
減
合
理
化
（
減
税
）
に
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
課
税
最
低
限
の
凛
準
的
世
帯
の
表
示
は
四
人
家
族
に
改
め
る
こ
と
。
 
 
 

⑨
 
給
与
所
得
控
除
を
拡
充
す
る
こ
と
。
と
く
に
定
額
控
除
（
現
行
十
万
 
 

円
）
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
配
偶
者
控
除
の
適
用
要
件
で
あ
る
所
得
限
度
（
現
行
給
与
所
得
等
の
 
 

場
合
十
万
円
、
収
入
金
額
換
算
二
十
二
万
五
千
円
）
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

⑤
 
配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の
第
一
子
の
扶
養
控
除
（
現
行
十
三
万
円
）
 
 

を
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 

⑥
 
未
成
年
者
挫
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑦
 
老
年
者
控
除
の
適
用
対
象
の
年
令
（
現
行
六
十
五
才
以
上
）
及
び
所
 
 

得
限
度
（
現
行
五
首
万
円
以
下
）
を
綬
和
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑧
 
扶
養
親
族
の
な
い
寡
婦
を
寡
婦
控
除
の
適
用
対
象
に
含
め
る
こ
と
。
 
 
 

⑨
 
看
護
婦
養
成
所
の
生
徒
を
勤
労
学
生
控
除
の
適
用
対
象
に
含
め
る
こ
 
 

と
。
 
 

五
〇
五
 
 
 



資
 
料
 
 
 

⑩
 
生
命
保
険
料
控
除
の
限
度
額
（
現
行
三
万
七
千
五
首
円
）
を
引
き
上
 
 

げ
る
こ
と
バ
 
 
 

⑳
 
教
育
費
控
除
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑩
 
億
宅
費
控
除
鮒
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑬
．
個
人
事
業
者
に
つ
い
て
∵
事
業
主
報
酬
の
必
要
経
費
算
入
を
認
め
る
 
 

か
又
は
、
勤
労
所
得
控
除
を
設
け
る
こ
と
。
 
 
 

⑱
士
分
一
t
乗
課
税
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑯
 
給
与
所
得
者
の
少
額
な
そ
の
他
所
得
の
申
告
不
要
限
度
（
現
行
五
万
 
 

′
 
 

円
）
▼
を
引
き
上
げ
る
こ
と
 
 
 

⑳
 
年
末
調
整
に
よ
る
源
泉
徴
収
税
額
の
納
付
期
限
（
現
行
一
月
十
日
）
 
 

を
延
長
す
る
こ
と
。
 
 

㊥
 
株
式
公
開
の
場
合
の
証
券
の
譲
渡
所
得
で
高
額
な
も
の
に
つ
い
て
は
 
 

て
れ
を
課
税
対
象
と
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑩
 
米
の
生
産
調
整
奨
励
金
に
対
す
る
課
税
上
の
取
扱
い
を
明
ら
か
に
す
 
 

る
こ
と
。
 

〔
法
人
嘗
・
∴
∵
、
 
 

－
 

①
 
法
人
税
率
也
引
上
げ
幅
を
大
き
く
す
る
と
と
。
税
率
の
刻
み
（
現
行
 
 

イ
∵
▲
 
∵
，
ヾ
．
 
 

二
段
階
）
を
増
す
こ
と
。
 
 

五
〇
六
 
 
 

②
 
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
を
廃
止
す
る
こ
と
。
少
な
く
と
も
そ
の
軽
 
 

減
を
大
幅
に
す
る
こ
と
。
 

⑨
 
金
融
機
関
の
貸
倒
引
当
金
人
現
行
繰
入
率
千
分
の
十
五
）
に
つ
い
て
 
 

再
検
討
す
る
こ
と
。
 
 
 

④
 
公
益
法
人
の
目
的
外
支
出
は
、
収
益
事
業
で
な
く
て
も
課
税
の
対
象
 
 

と
す
る
こ
と
。
 
 

〔
贈
与
裁
〕
 
 
 

贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
適
用
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
．
そ
の
控
除
 
 

額
を
引
き
上
げ
る
ヱ
と
。
 
 

〔
間
接
税
〕
 
 
 

①
 
間
接
税
に
も
う
少
し
比
重
を
か
け
る
べ
き
だ
と
す
る
意
見
と
、
間
接
 
 

税
へ
の
移
行
ほ
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
め
意
見
が
あ
る
。
 
 

②
 
物
品
税
を
緩
和
の
方
向
で
見
直
す
意
見
と
、
拡
大
の
方
向
で
見
直
す
 
 

意
見
と
が
あ
る
。
 
 
 

③
 
売
上
税
又
は
付
加
価
値
税
の
創
設
は
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
研
究
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

④
 
ガ
ソ
リ
ン
 

⑤
 
入
場
税
の
免
税
点
を
速
や
か
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
 
 
 



⑥
 
酒
税
に
つ
い
て
は
、
企
業
規
模
に
よ
り
税
率
に
差
等
を
設
け
る
こ
 
 

と
、
ま
た
、
級
別
制
度
を
廃
止
し
ぃ
従
価
税
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑦
 
砂
糖
消
費
税
は
物
価
と
の
関
連
上
、
軽
減
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑧
自
動
車
新
税
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
所
要
財
源
の
見
通
し
と
関
連
し
て
 
 

総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
既
存
の
諸
税
と
の
調
整
に
も
慎
重
に
配
 
 

意
す
る
こ
と
。
 
 

〔
租
税
特
別
措
置
〕
 
 
 

①
 
土
地
税
制
に
つ
い
て
、
四
十
四
年
度
税
制
改
正
の
効
果
を
検
討
す
る
 
 

こ
と
、
法
人
の
土
地
取
得
を
規
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て
換
討
す
る
こ
と
、
公
 
 

示
地
価
を
上
回
る
土
地
の
譲
渡
に
対
す
る
高
率
の
超
過
譲
渡
税
、
未
利
用
地
 
 

税
及
び
市
街
地
開
発
税
の
創
設
等
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
社
会
保
険
診
療
報
酬
課
税
の
特
例
（
必
要
窪
費
率
七
十
二
％
の
聾
疋
）
 
 

を
廃
止
す
る
こ
と
。
 
 
 

③
 
交
際
費
課
税
を
強
化
す
る
こ
と
。
 
 
 

④
 
広
告
宣
伝
費
の
特
別
課
税
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
。
 
 
 

⑤
 
輸
出
振
興
税
制
は
、
期
限
到
来
ま
で
に
そ
の
改
廃
に
つ
き
、
十
分
検
 
 

討
す
る
こ
と
。
 
 

⑥
 
景
気
調
整
税
制
に
つ
い
て
は
、
特
別
償
却
停
止
制
度
を
活
用
す
る
こ
 
 
 

賃
 
料
 
 

と
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
よ
り
効
果
的
な
制
度
を
放
討
す
る
こ
と
。
 

⑦
 
減
耗
控
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
合
理
化
を
前
向
き
に
検
討
す
 
 

る
こ
と
。
 
 

＝
地
方
税
関
係
＝
 
 

地
方
税
酪
係
で
は
、
国
、
地
方
を
通
ず
る
税
源
配
分
、
市
町
村
と
く
に
大
 
 

都
市
の
税
源
の
充
実
等
に
つ
い
七
、
′
一
般
的
な
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
 

次
の
よ
う
な
論
議
が
あ
っ
た
。
 
 

〔
住
民
税
〕
 
 

①
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
白
色
事
業
等
従
者
控
除
の
引
上
げ
に
つ
と
め
る
こ
と
‥
 
 
 

③
 
高
額
所
得
に
対
す
る
税
率
の
累
進
度
を
高
め
る
こ
と
。
 
 
 

④
 
超
過
課
税
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
。
 
 

〔
事
業
税
〕
 
 
 

白
色
事
業
等
従
者
控
除
の
引
上
げ
に
つ
4
め
る
こ
と
。
 
 

〔
同
定
米
産
税
〕
 
 
 

①
 
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
納
税
者
問
に
負
担
の
不
均
衡
 
 

を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
合
理
化
に
配
意
す
る
こ
と
。
 
 

五
〇
七
 
 
 



資
 
料
 
 

②
市
街
化
区
域
内
で
都
市
施
設
が
整
備
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
慶
地
等
 
 

に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
周
辺
宅
地
と
の
均
衡
を
図
る
よ
う
検
討
 
 

す
る
こ
と
。
 
 

〔
電
気
ガ
ス
税
〕
 
 

①
 
非
課
税
等
の
特
別
措
置
の
合
理
化
に
つ
と
め
る
こ
と
。
 
 
 

②
 
電
気
ガ
ス
税
の
負
担
の
軽
減
を
因
る
こ
と
。
 
 

〔
租
税
特
別
捨
置
〕
 
 

国
税
に
お
け
る
租
税
特
別
措
置
の
影
響
が
自
動
的
に
地
方
税
に
及
ぶ
こ
と
 
 

の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

〔
大
都
市
税
制
〕
 
 
 

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
都
市
に
対
す
る
税
財
源
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
 
 

〔
地
方
道
路
目
的
財
源
〕
 
 

地
方
道
路
目
的
財
源
と
く
に
市
町
村
の
道
路
目
的
財
源
の
檻
保
に
必
要
な
 
 

措
置
を
誇
ず
る
こ
と
。
 
 

〔
税
制
・
徴
税
事
務
の
簡
素
合
理
化
〕
 
 
 

国
税
、
地
方
税
を
通
ず
る
税
制
及
び
微
税
事
務
に
つ
い
て
、
そ
の
簡
素
合
 
 

理
化
を
因
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
 
 

五
〇
八
 
 

税
制
調
査
会
の
審
議
日
程
 
 
 

税
制
調
査
会
は
、
委
員
の
任
期
が
昭
和
四
十
六
年
九
月
四
日
ま
で
と
な
っ
 
 

て
い
る
た
め
、
長
期
答
申
の
た
め
の
審
議
が
必
要
で
あ
る
が
、
ま
た
、
昭
和
四
 
 

十
六
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
も
今
年
中
に
出
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
 
 

当
面
の
諸
問
題
の
審
議
も
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
年
度
の
税
制
調
査
会
 
 

ほ
こ
の
両
答
申
を
に
ら
み
な
が
ら
審
議
の
日
程
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
総
 
 

会
、
部
会
、
小
要
員
会
ほ
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
、
道
営
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 

〔
総
 
会
〕
 
 
 

税
制
調
査
会
の
最
終
的
な
意
志
決
定
を
行
な
う
全
体
的
な
審
議
の
場
で
あ
 
 

る
。
今
年
度
に
入
っ
て
既
に
六
月
五
日
、
六
月
十
九
日
、
七
月
三
日
の
三
回
 
 

会
合
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
、
各
部
会
等
の
 
 

調
整
の
役
割
を
果
た
す
。
 
 

〔
第
一
部
会
〕
 
 
 

国
民
経
済
胎
に
み
て
望
ま
し
い
今
後
の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
 
 

る
い
わ
ば
企
画
部
会
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
部
会
所
属
委
員
二
十
一
名
。
 
 

部
会
長
は
高
橋
長
太
郎
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
部
会
長
代
理
は
山
本
進
毎
日
 
 
 



新
聞
論
説
委
員
で
あ
る
か
 
 
 

既
に
七
月
十
七
日
に
第
一
回
目
の
会
合
を
行
な
っ
て
い
る
。
篤
二
回
目
は
 
 

九
月
以
降
に
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 
 
 

〔
第
〓
部
会
〕
 
 
 

所
得
、
資
産
及
び
土
地
に
関
す
る
税
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
部
会
で
あ
 
 
 

る
。
部
会
所
属
委
員
二
十
一
名
。
 
 
 

開
会
は
九
月
以
降
に
な
ろ
う
。
 
 

〔
第
三
部
会
〕
 
 
 

間
接
税
そ
の
他
第
二
部
会
に
属
さ
な
い
税
制
に
つ
い
て
放
討
す
る
部
会
で
 
 

あ
る
。
部
会
所
属
委
員
二
十
名
。
 
 
 

こ
の
部
会
も
第
二
部
会
同
様
開
会
は
九
月
以
降
に
な
ろ
う
。
 
 

〔
基
本
問
題
小
委
員
会
〕
 
 
 

税
制
の
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
理
論
的
な
検
討
を
行
な
う
た
め
第
一
部
会
 
 

の
下
に
設
け
ら
れ
た
小
委
員
会
で
あ
り
、
第
一
部
会
所
属
委
員
二
十
一
名
と
 
 

大
学
数
授
を
中
心
と
し
た
専
門
委
員
十
四
名
と
で
稔
成
さ
れ
て
い
る
。
小
委
 
 

貞
長
は
、
松
岡
義
彦
朝
日
新
聞
論
説
委
員
で
あ
る
。
七
月
二
十
四
日
に
第
一
 
 

回
会
合
を
行
な
っ
た
が
、
第
二
回
目
は
九
月
以
降
の
予
定
で
あ
る
。
 
 
 

基
本
問
題
小
委
員
会
は
、
隔
週
に
開
催
さ
れ
、
今
年
中
に
は
、
十
一
月
ご
 
 
 

資
 
 
料
 
 

ろ
を
目
途
に
中
間
報
告
を
行
な
う
予
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
来
春
か
ら
春
夏
に
 
 

か
け
審
議
を
続
け
、
来
年
八
月
に
最
終
報
告
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
答
 
 

申
及
び
長
期
答
申
（
昭
和
四
十
六
年
八
月
目
途
）
の
理
論
的
支
柱
と
な
る
こ
 
 
 

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 
 〔
井
坂
武
彦
＝
大
蔵
省
主
税
局
総
務
課
〕
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